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始めよう地球にやさしい生活

平成14年6月

考えよう環境のこと~

広報たまかわ

今日、地球環境が重大な問題になっています。それらは、日常生活を送る上ではあまり実感のわかない問題か

もしれません。しかし、地球温暖化、オゾン層の破壊、熱帯雨林の減少などなど一、地球規模の環境問題は白毎

その深刻さを増しています。その原因は私たちが[快適Jを追求し、大量生産-大量消費 ・大量廃棄をベースにし
た笠活スタイルになってしまったためです。様々な分野で地球環境保全の取組が始まっていますが、私たちの日

常生活でもできることがたくさんあります。できるところから実践し、地球にやさしい生活スタイルを築いて行

きましょう。

み
ん

六
月
は
榔
雨
の
時
期
で
長
雨
や

大
雨
で
降
雨
量
が
非
常
に
多
く
な

る
時
期
で
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
地

盤
が
ゆ
る
み
地
滑
り
や
が
け
崩
れ

な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
土
砂
災
害
は

一
瞬

に
し
て
発
生
し
、
人
命
や
大
切
な

財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
は
、
国
土
が
狭
く
そ
の
大

半
が
山
地
で
河
川
も
急
流
、
そ
し

て
梅
雨
や
台
風
な
ど
で
大
雨
が
降

り
や
す
く
、
必
然
的
に
災
害
が
発

生
し
や
す
く
、
災
害
大
関
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
全
国
に
は
、
土
砂
災
害
の

発
生
し
や
す
い
危
険
箇
所
が
約
問

万
箇
所
も
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に

が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
多
く
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
放
映
さ
れ
る
災

害
現
場
は
、
悲
惨
そ
の
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
注

家
躍
で
で
番
組
事
地
購
遍

こ
み
ノ
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六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

H

意

・
備
え
が
大
切
で
す
。

土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
時
期

自
分
の
家
の
近
く
に
高
い
が
け

が
あ
る
場
合
は
、
日
ご
ろ
か
ら
家

の
周
り
を
点
検
し
て
お
き
、
次
の

よ
う
な
現
象
が
現
れ
た
ら
十
分
注

意
し
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
、
っ
。

V
が
け
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
音
が
す
る
・
小
石

が
落
ち
て
く
る
・
が
け
に
亀
裂

が
入
る

V
地
滑
り
の
前
兆

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

-
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
が

け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

V
土
石
流
の
前
兆

・
山
鳴
り
や
ド
ン
と
い
う
音
が
す

る
・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
川
の
水
位
が
下
が
る
・
川
が

濁
っ
た
り
流
木
が
流
れ
た
り
す
る

雨に注意

土砂災害の多

くは雨が原因で
起こります。
1時間仁20三
リ以上の降雨量
になったら、十
分芯注意が必要

です。
危険な箇所を調べておこう

危険区域図は
最寄りの土木事

務所、市町村役
場などで見るこ
とができます。
日ごろからどこ
が危険か、避難
I易所はどこか、
確認しておきま
しょう。

能
隣
国
車
緋
色
銑
部
省
エ
ネ
対
襲

エアコンや掃除機芯どのフィルタ一、ストーブの空気

穴、照明器異の力サなど、ほこりがたまるとエネルギー

効率が下がります。こまめに掃除して使いましょう。

家計のためにも健康のためにも、エアコンの効きすぎ

は良くありません。部屋の温震はこまめに調整しましょ

う。冬の暖房温度を 1'C下げれば¥年間使用量で全国で

高'043万出帯相当、霊の冷房温度を 1'C上げれば、全国

で約32万世帯相当の節約になります。お薦めの室温設
定は、冬が20'C、霊が28'Cです。

日

電気製昂の待機時消費電力は、テレビ、エアコンだけ

でも年間約150kWh(家庭の消費電力の15日分に匹敵)

にも芯ります。長時間宮用し芯いときは、リモコンだけ

でなく主電源を切り、 DR行などの時は、コンセントも抜
きましょう。電ミ子ジャーや保温ポットなども、できるだ

けコンセントから抜きましょう。

シャワーのお湯を 1分間流し放しにすると、全国の家

庭で東京ドーム約201杯分のお風呂を沸かせるほどの工
ネルギーを使います。また、霊風呂の水張りは午前中に、

沸かし上げは入浴直前にすると、1固で20"'-'30%の工
ネルギーの節約になります。冬は逆に、沸かし上げ霊前

に7Jく張り しましょう。
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平成14年6月

今月号では玉川村の常住人口及び昼間人口について、過去の国勢調室結果と比較し芯がら、お知らせ

して参ります。

調査結果を比較すると、平成2年調蛮に比べ平成ア年、平成12年と昼間人口が増加している事が分か

ります。就業者の流入人口が増加している事が要因となっており、平成12年調査では、はじめて就業者

の流入人口が流出人口を超えました。これは村内企業の就業者数の増加や村内に就業場所が増えている

事が要因と考えられます。

第3鹿

広報たまかわ

{常住人口・昼間人口}

移動人口 現住人口を100とする
次 常住人口(波留人口)

流出
昼閤人口

毘間人口流入

主ilu公品、 数 7，631 925 1，800 6，756 88.5 

内
就業者 4，199 918 1，423 3，694 

平成2年
通挙者 1，499 7 377 1，129 

訳

その他 1，933 ，933 

経: 数 7，593 1，354 2，081 6，866 90.4 

内
1，350 1，654 3，758 

平成ア年
通学者 1，383 4 427 960 

148 2，148 

主IIu公品、 数 7，680 1，898 2，113 7，465 97.2 

内 i
就業者 4，173 1，898 1，698 4，373 

平成立年
通挙者 1，273 。 415 858 

~R 
その他 2，234 2，234 

最
高
畠
仁
輝
い
た
健
康
力
レ
ン
、
タ
ー

県
の
特
選
に
続
い
て
の
受
賞

平成14年6月

平
成
十
四
年
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
け
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
部

門
で
、
村
の
「
人
づ
く
り
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
が
、
最
高
賞
の
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
十
一
二
年

の
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
特
選
に
続

き
、
今
関
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
「
人
の
手
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
一
世
紀
を
生
き

抜
い
た
手
」
、
一
二
十
一
世
紀
最
初

に
誕
生
し
た
子
」
、
「
健
康
を
守
る

手
」
な
ど
月
ご
と
に
様
々
な
手
の

写
真
を
掲
載
し
て
人
生
を
表
現
し

て
い
る
点
や
、
見
や
す
さ
な
ど
の

点
が
評
価
さ
れ
今
出
の
受
賞
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

j五報たまかわ

※用語の解説

常住人口......常任人口とは、「常住地による人口jのことをいい、調査時に調査の地域に常住している人口を

(夜間人口) いいます。

昼間人口一一常住地からの通勤・通学による流入・流出人口を加減して算出した「従業地・通挙地による人

口Jをいいます。

個
人
情
報
保
護
条
例
が
施
行

現
代
は
「
情
報
社
会
」
で
す
c

周
り
に
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
溢

れ
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
十
分

な
保
護
を
し
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
、
村
な
ど
の
実
施
機
関

が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
そ
の
適
正
な
取
扱
の
ル

i
ル

を
定
め
、
自
分
の
情
報
を
知
る
権

利
、
訂
正
を
求
め
る
権
利
な
ど
を

保
障
し
た
「
玉
川
村
個
人
情
報
保

護
条
例
」
が
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
と
は
、
特
定
の
他
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
、
ま
た
は
、
他
の
情
報
と
照
合

す
る
こ
と
で
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

も
の
で
、
実
施
機
関
で
あ
る
村
長

部
局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員

会
、
回
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

及
び
議
会
が
保
有
す
る
情
報
で
す
。

だ
れ
で
も
、
実
施
機
関
に
対
し

て
、
そ
の
保
有
す
る
自
己
に
関
す

る
情
報
の
開
示
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
情
報
に

誤
り
が
あ
る
場
合
は
そ
の
訂
正
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
法
令
等
に
よ
り
本
人

に
開
示
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る

情
報
、
開
示
請
求
者
以
外
の
佃
人
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農
業
委
員
選
挙

七
馬
七
日
(
日
)
投
票

今
年
は
三
年
に
二
度
の
農

業
委
員
統
一
選
挙
の
年
で
す
。

今
年
で
十
八
回
目
と
な
る

統
一
選
挙
は
、
七
月
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
次
の
日
程
に
よ
り
選
挙

を
執
行
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

画
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と
き
六
月
十
四
日
(
金
)

と
こ
ろ
村
就
業
改
善
セ
ン

タ樹
立
候
補
届
出
事
前
審
讃
会

と

き

六

月

二

十

五

日

(
火
)

と
こ
ろ

役
場
北
庁
舎

V
告
示

B

V
投
票
日

七七
月月
七
日日

日火

画
問
い
合
わ
せ
先

村
選
挙
管
理
委
員
会

2
5
7
4
6
2
1
 

に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
情

報
、
人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の

保
護
、
犯
罪
の
捜
査
等
に
支
詰
が

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
、
個

人
の
指
導
、
診
断
、
判
定
、
評
価

等
の
事
務
に
関
す
る
個
人
情
報
等

は
国
一
小
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
需
報
の
開
示
請
求

等
に
対
し
て
な
さ
れ
る
、
非
開
示

の
決
定
等
の
処
分
に
つ
い
て
異
議

申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
の
諮
問
機

関
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
審
査

会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
五
名
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

-

大

野

勝

雄

(

南

須

釜

)

・

小

林

弘

(

竜

崎

)

・
山
田
正
裕
(
山
石
法
寺
)

・

車

田

文

昭

(

小

高

)

・

石

井

佳

子

(

小

高

)

婦
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

c
u
l
t
i
-
-
4
6
2
1

紙パックの

サルナシジュースを

生産

村生産物直売振興協議会で

は、従来のワインや缶ジユース

のサルナシ製昂に加えて新しく

紙パック入りのジユースを生産

することになり、現在パッケー

ジデザインの検討などを進めて

います。

環境問題などに対応iして紙パ

ックの商昆開発を進め、昧も甘

昧を少し抑えたものにしていま

すc 多後、村内の一般小売巴や

イベントでの販売をして行くこ

とにしています。

広
J
V



平成14年6月

平
成
十
三
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
実
施
状
況

広報たまかわ

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
適
切

な
農
業
生
産
活
動
等
の
継
続
的
な

実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
集
落
及

び
個
人
に
対
し
、
玉
川
村
補
助
金

等
の
交
付
に
関
す
る
規
則
及
び
要

綱
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
交
付

金
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

協
定
の
概
要

協
定
締
結
さ
れ
た
代
表
者
を
中

心
と
し
、
集
落
相
互
間
の
連
携
、

生
産
性
、
収
益
向
上
、
担
い
手
の

定
着
、
生
活
環
境
の
整
備
等
に
取

組
み
ま
し
た
。

集
落
協
定
数

参
加
農
家
数

八六
四九
八集
戸落

農
業
生
産
活
動
等
の
実
施
状
況

農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
集
落
内
の
担
い
手

を
中
心
に
水
路
・
農
道
を
定
期
的

に
、
清
掃
及
び
簡
易
補
修
、
草
刈

等
を
実
施
し
た
。

生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い
手

の
定
着
等
に
関
す
る
取
組
状
況

農
作
業
の
共
同
化
に
よ
り
、
作

業
能
率
向
上
と
生
産
活
動
の
安
定

を
図
っ
た
。

富買

12，950，826円

緩
11，402，360円

37，436円

16，387円

3，4 13，280円

受付農地面積

616，706m
2 

1，425，295m' 

4，682m' 

426，660m
2 I 

10，696m
2 

m田
山

W
A
f

畑

巴

田

田

京ヰ

川
叫
イ
全
小

高齢化

耕作般棄率

(頃

jt員

壬ち
IC，'、

中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会

国
井
太
輔
君

三
種

A
で、7

車
弓
君
〈
1
0
0
m
)
、
粛
藤
君
(
8
0
0
m
)
も
優
勝

平成14年6月

中
学
校
体
育
連
盟
石
川
支
部
陸

上
競
技
大
会
は
、
五
月
二
十

一
日

に
、
鏡
石
町
鳥
見
山
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

m
mで
虞
弓
淘
太
君
(
泉
中
)
、

m
M
m

で
蔚
藤
久
矢
君
(
泉
中
)
、

三
種
競
技
A
で
園
井
太
輔
君
が
見

事
に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
男
予
}
一
年

m
m
優
勝

真
弓
刻
太
(
泉
中
)

共
通
側

m

優
勝

'

済
藤
久
矢
(
泉
中
)

共
通
走
り
幅
跳
び

三
位

有
賀
智
史
(
須
釜
中
)

三
種
競
技
A

優
勝

園
井
太
輔
(
泉

一一
種
競
技
B

二
位

上
野
刻
太
(
泉

広報たまかわ

{
女
予
}

共
通
走
り
高
跳
び
三
位

矢
部
秀
美
(
泉
中
)

共
通
砲
丸
投
げ
二
位

佐
藤
愛
子
(
泉

中中中
)

27，820，289円2，484，039m' 計

中
体
連
石
川
支
部
春
季
大
会
は

…
今

年

も

村

内

道

路

沿

線

に

ぺ
P
F
J
%い
F

J

五
月
一二
日
、
石
川
中
学
校
グ
ラ
ン

わ

t
}
JV

1

2
呉
川γγ
〉

f

ド
の
ほ
か
各
会
場
で
、
野
球
、
ソ

…

三

宮

ォ

し

f
r
fヵ
し

ザ

よ
ね

し

フ
ト
ボ
ー
ル
、
男
女
バ
レ

I
ボ
l

一

三

子

ル
の
各
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

…

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

花

い

っ

ぱ

い

運

動

野
球
で
、
泉
中
学
校
は

一
回
戦

一

村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で

で
石
川
中
学
校
に

5
1
4
で
勝
ち

一
は
、
平
成
十
四
年
度
の
花
い
っ
ぱ

ま
し
た
が
、

二
回
戦
で
古
殿
中
学

れ
い
運
動
実
施
に
あ
た
り
、
五
月
二

校
に
敗
れ
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

パ
十

一
日
(
火
)
に
団
体
代
表
者
会
議

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
須

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

釜
中
学
校
が
ブ
ロ
ッ
ク
リ
l
グ
で

一

今
年
の
計
画
は
、
幻
団
体
、

l
，

蓬
出
中
学
校
に

0
1
2
で
敗
れ
ま

い
8
0
0
余
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

し
た
が
浅
川
中
学
校
を
2
1
1
で

い
よ
り
村
内
主
要
道
路
沿
線
に
マ
リ

下
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
二
位
と
な
り
、

一
l
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
五

他
の
ブ
ロ

ッ
ク
二
位
の
小
平
中
学

…
万
二
千
本
が
植
栽
さ
れ
ま
す
。
ま

校
と
三
位
決
定
戦
を
行
い
、

2
ー

い
た
、
希
望
団
体
で
実
施
す
る
プ
ラ

0
と
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、

一一一
位

い
ン
タ

l
は
、
「

一
人

一
鉢
運
動
」
を

と
な
り
ま
し
た
。

日
基
本
に
希
望
者
が
自
宅
で
育
成
管

園井太輔君真弓矧太君繭藤久矢君

~踏切事故をなくしましょう~

警報機が鳴ったら渡らない
踏切は、しゃ断棒が上がるまで渡らない

J R東日本からのお願い
中体連石川支部春季大会

車が踏切内力、ら脱出で

折れるようになってい

1 ドライバーの場合は

1 )警報機が鳴ったら、踏切内に入らない

2) しゃ断棒がよがるまで渡らない

列車が踏切を通り過ぎた後も、しゃ断棒が下りているうちは、踏切を

渡らないでください。

3)渡るのは、向かい側のスペースが空いてから

4)狭い踏切は、お豆いに譲り合って

5)踏切内で閉じ込められたら

あわてずに車をゆっくり前進させてください。

きるよう、しゃ断棒は前方に跳ね上がったり、

ます。

6)踏切で工ンストや脱輪で動けなくなったら

まず列車を止めてください。

3位

3位

中

中釜

泉

須
球野

女子バレー

6 

2 歩行者の場合は

1 )踏切を渡る前に

しゃ断棒が下りていなくとも、l必ず左右の安全を確かめて力、ら渡りま

しょう。

2)警報機が鳴り始めたら

しゃ断棒が下りる前でも、踏切のタ1で列車が通り過ぎるまで待ちまし
ょっ。

しゃ断棒はくぐらない

しゃ断俸がよがるまで渡らない

3) 

4) 

代表者会議のようす

きれいに植栽された花壇(村道 1-10号線)

理
し
て
七
月
下
旬
こ
ろ
に
道
路
や

公
共
施
設
に
飾
り
ま
す
。

六
月
中
に
各
国
体
で
植
栽
作
業

が
行
わ
れ
、
夏
に
は
道
路
沿
線
な

ど
に
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、

私
た
ち
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
花
の
植
栽
の
た
め
に
準

備
さ
れ
た
堆
肥
臼

t
は
、
附
ユ
キ

ザ
ワ
玉
川
農
場
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

7 
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愛
の
献
血
あ
り
が
と
う

広報たまかわ

{
献
血
揚
所
と
献
血
指
数
〕一

十
九
名

勝
、
上
野

操
、
神
培
孜
子
、

い
品
開

の
コ
ン
ク

i
ル

の

間

丹

二
十
六
日
(
金
)
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
次
の
二
名
の
子
ど
も

た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
チ
イ
子
、
鈴
木

関
根
武
男
、
中
島
正
男
、

永
山
節
夫
、
一
一
瓶
敦
子
、
八
取
み

さ
え
、
芳
賀
幸
枝
、
松
崎
和
代
、

宮

部

京

子

、

森

る

み{
ポ
リ
マ
一
ア
ツ
ク
}
四
十
八
名

和
田
さ
お
り
、
会
回

弘
幸
、

坂本橋科ちゃん

(J 11追 (父)茂明)

i草津めぐみちゃん
(部須釜 (父)泰彦)

二
十
五
日
(
土
)

で
器
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
弼
か
ら
は
ω
天
に
恵
ま
れ
、
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
つ
す
供
た
ち
の
元
気
あ

ふ
れ
る
競
技
や
グ
ー
ム
が
繰
り
巴
げ
ら
れ
ま
し
た
。 須

釜
小
学
校
、

i

我
が
き

を
カ
メ
…
つ
に
収
め
よ
う
と
お
父
さ
ん
お
関
芯
ん
カ
メ
ラ
マ
ン
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

平成14年6J門j五報たまかわ

須釜小学校

大
和
田

h

J

A
訟
指
ヤ
手
J

、

，〆，
2
n
t
ノ
d
q
l
一

子
、
加
藤
将

井
勇
二
、
小
林

近
内
、

ヒ
ロ角
出
文

長
久
保
晴
雄
、

永
沼
弘
司
、
仁
井
田
裕
美
、

初
子
、
橋
本
佳
代
子
、

子
、
村
越
悦
子
、

1
4

ザ
ハ
ド
二
」

バ
Hea--
ネ
ナ
ー
サ
ノ

てまプ

仁I

田
由
起 LU

第2ロ
f，D¥の健康相談j
開催のお知らせ

1 .日程

ア月38(水)

2.棺談員

111辺小学校

児
童
手
当
現
況
閥
け
の

提
出
を

1 8寺30分~午後48等

3.相談内容

己ごろ恕えているむの悩みやストレスなど

4.寝込方法

生先
¥ 

玉JII第 !J¥挙授

郡山社会保護事務所では、毎月第1と筆3

1 と1月2自在時く)に下記によ

しておりますので、ご郡熊ください。

年金相談会のお知らせ

相談会の開鰭日

/ 

B
 

18 日4 

(岱37-1024)へお申込み
ください。

己

日19 B
 

言己

マ
イ
ホ
i
ム

付
を
次
の
と

り
ま
す
。

-

E

か
ら

・
九
月
十
七
日
か
ら

・
十
一
月
十
五

住宅金融公庫からの

お知らせ

麦
屈
で
の
休
日
指
談

第
一
日
曜
日
、
第
三

(
一
月
五
日
を
除
く
〉

に
つ
い
て
は
、

5
0
0
3
 

ハV
つ白ワト】
i
i
i
今
中
。
人
一
片
i
j
i
l
t

日

口一〕

日

19 

17 

21 

日

日

口〕民〉

5)1 

年草108寺~午後3時
所

関

揚

詩

内

日20 

臼

自

16 

6 2 

3 

• 

持参するもの

• 

で柱
宅お問い合わせ誌、

U57-4624 
• 

8 

• 
9 
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広報たまかわ

生涯スポーツを考えるきっ力、けとして、第 1回目の講演会が就業改

善センタ で聞かれました。 講演は、日~航空福島空港所長の畑山晃

氏力久イタリア・ミラノ勤務時代にミ子供と一緒仁経験したスポーツシ

ーン(サッ力一)を語られました。

なお、ア月17日(水)にも講演会、
定されています。

生涯スポーツ講演会

9月21日(土)には実技研修が予

平成14年6月広報たまかわ

玉川山野草会では、香の山野草展を村就業改善セン

ターで開催しました。会場には、会員の方が丹精込め

て喬てたエビネなどの山野草168点が展示されました。

村内タ1から多くの人が訪れ、かれんな山野草に見と
れていました。また、展示昂のコンクールが行われ次

の方々が入量しました。

元
気
に
田
植

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
で
田
植

の
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
、
途
中
か
ら

小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天
気
で
し
た

が
、
児
童
た
ち
は
元
気
に
楽
し
く

回
植
え
を
し
ま
し
た
。

秋
に
は
再
び
児
童
た
ち
に
よ
り

収
穫
さ
れ
、
赤
飯
や
餅
を
つ
い
て

食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

，..、，

かれんな山野草を楽優歯雰
良の玄
校健?
に康
管
E皇
で

第
必
回
良
い
歯
の
学
校
表
彰

で
須
釜
中
学
校
が
優
良
校
に
選

ば
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
口

こ
の
表
彰
は
生
徒
達
の
虫
歯

予
防
と
歯
の
健
康
増
進
を
目
的

と
し
て
お
り
、
昨
年
の
歯
科
検

診
結
果
や
学
校
で
の
活
動
内
容

が
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

努力 貧

縁
の
募
金
に
協
力

玉
川
第

一
小
学
校
で
は
、
緑
の
募

金
に
協
力
し
よ
う
と
緑
の
少
年
団

(
5
・
6
年
生
)
が
中
心
と
な
り
校

内
で
募
金
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た

募
金

3

4
.
4
7
1
円
を
役
場
を
訪

れ
車
問
村
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

な
お
、
募
金
は

一
旦
福
島
県
緑
化

推
進
委
員
会
に
集
め
ら
れ
、
村
を
通

し
て
各
学
校
の
緑
化
や
花
壇
の
整
備

等
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

山
旧
小
内
中
学
校
か
ら
三
校
受
賞
の
中
で

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
3

ま
た
、
玉
川
第

一
小
学
校
が
努
力

校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

郵
政
事
業
表
彰

を
受
賞

こ
の
度
村
が
、
東
北
郵
政
局
長

か
ら
郵
政
事
業
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
る

郵
政
事
業

へ
の
理
解
と
協
力
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
角
田
玉
川
郵

便
局
長
が
役
場
を
訪
れ
感
謝
状
を

伝
達
し
ま
し
た
。

ハu
a
E
B
E
'
 

絵
画
ク
ラ
ブ
作
品
展

第
四
回
絵
画
ク
ラ
ブ
作
品
展
が
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
!
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
に
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、

風
景
、
人
物
や
動
物
な
ど
、
ど
れ
も

見
事
に
描
か
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の

い
口
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
玉
川
大
会

ソ
フ
ト
、
ホ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
南
須
釜
優
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
玉
川
大
会

は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
村
氏

グ
ラ
ン
ド
で
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
口

熱
戦
の
結
果
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
昨
年
に
引
続
き

南
須
釜
チ

l
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
チ
l
ム

は
七
月
十
四
日

(日
)
に
行
わ
れ

る
石
川
地
区
大
会
に
出
場
い
た
し

ソ
フ
ト
ポ

ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
勝
し
た
南
須
釜
チ
ー
ム

ま
す
。

{
第
犯
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
}
優

勝

南

須

釜

襲
憂
除

け
刀
)

、v
-

，z下
ι
r
l卜

IH

--，F1
J

三
位
北
須
釜
、
岩
法
寺

{
第
幻
回
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会】優
勝
南
須
設

住
友
之
除

H
辺

I
i

l

J

3

 

三
位

山

小

屋

1 1 



司直rZJ国の健康とよみ

~東民スポーツ大会より~

平成14年度東京玉川会総会
平成14年度の東京玉川会総会が下記のとおり開

催されます。

多数の方々の参加をお待ちしております。

ノ¥ー」
'slL 3~4ヶ月兜検診

午後1時30分~

.6月
19巴(水)

平成 15年度の村職員(大学卒程度)の採用候補者試験を次

のとおり実施します。

画試験職種 一般事務

画採用予定人員 若干名

両面受験資格 昭和52年4月2日から昭和56年4月1日まで
に生まれた者で、掌技教育j去による大掌を卒業した者、又は

平成15年3月卒業男込みの者。ただし、欠格事頂に該当し
ない之と。

ー試験の方法

①第1次試験・一教蓋試験
②第2次試験・・・面接試験(第 1次試験合揺者に通知します)

画試験の期日 平成14年ア月28日(白)

画試験の場所 福愚大学

ー蜜験の申込み 申込用紙は役場で交付してます。希望者

は6月28日までに申込み手続きをしてください。
ヨ顧問い合わせ先 玉川村役場総務課 n57-4621 

村職員(大卒程度)募集
うつくしまねたりんピック2002

ボランティア募集

本年10月19日(土)"-'22巴(火)の4巴間仁わたって開催す

る、うつくしまねんりんピック2002のボランティアを募集

しています。

圃募集肉容 県内在住の15歳以上(昭和62年4月1日以前仁

生まれた方)で、大会期間を中心に、ご都合の良い日仁参加

していただける方。(活動場所と内容についてはお問い合わ

せください。)

画応纂方法 霞則として5人以上のグループで、申し込み用
紙仁所定事頂を記入し郵送またはFAXで応葬願います。

画募集期限 7月12日(金)当巳消印育効
画応募先・問い合わせ先 〒960-8670(住所記載不要)

第15回全国健康福祉祭ふくしま大会実行委員会

(県庁西庁吉10階 ねんりんピック推進室内)

電話 024-521-7732 FAX 024-521-7886 

7月ア臼(日) 正午

苦渓会館(東京都文京区)

5，000円

河川クリーンアップ作戦
ア月ア日(日)

，3¥るさとの川を大切に
※荒天中止の場合は、ア月14日(日)に順延

時
所
費
一

日

場

会

須公

1呆

1呆

1呆

日本脳炎予防接種・

午後1時30分~午後4時30分

日本脳炎予防接種・

保:保健センタ一

公立・公立岩瀬病院

須公.須釜公民館

。の健康相談日・

午後O時45分~

午後1時00分~

1歳児相談会・

午後1時30分~

置7月

2日(火)

3巳(水)

9日(火)

12日(重)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただき ましたG

厚く御礼申し上げます。 (村社会福祉協議会)

記
・東京都のi京国優子さんから]万円

・竜Ih時の鈴木信夫さんから

.11'1の粛藤 茂さんから

.JI!辺の熊田浩二さんから

.11'1須釜の国谷久さんから
iSi 8 .. • 

参 毎春 e.• ..・・・・.. ..家 宅診. ~ ...tþ ・・ fl • 0 • I(!負s・陽 電き袋署参 e<& G • " 

福島労働局ホームページが開設
市誕生おめでとうございます |

高校生の税の作文募集

国税庁 ・国税問 ・税務署では、全国の高校生の皆さんから

税に関する作文を雲集しています。

ー応募資倍 高校生であればどなたでも応募できます。

ーテーマ 税について、日己、ろ考えていることや意見など、

税に関することであれば何でも結構です。

~応嘉数 1人1編、 3干宰以内

ー締切

9月9日(月)までに、最寄りの税務署へ提出してください。

福島労働局は、県民全体の労働行政に対する理解と信頼を

高めるための広報活動の一葉として、ホームページを開設し

ました。

労働保険制度、雇用保換や最低賓室などの労働行政仁関す

る各種情報が手軽に入手できますので、是非ご利用ください。

ホームページアドレス

http://www.fukushimaroudoulくyolくに1.go.)P

(5月届出分)
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村のようす
(14年6月1日現在)

男

保護者名

茂

lE 

直

lE 

出生児氏名

‘
実

'古木

U

品

hmL

J

来
c
陽

ι

千
左

根

谷

間
判
明

!J~き

J十

一r
L
j
M
 

In--

1'=1" 

j頼

地豆名

南須釜

言了
!日1

ゴ~
iJ'ぷ

1，827戸(+3) 

3，754人(10)

7，591人(+4)

-
団
結
畠
v
e
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

1

村
公
民
館

式
に
臨
む
と
成
人
を
伝
う
今
日
の
捺
振
切
る
声
が
長
話
器
に
響
く

吉
田
直
子

野
は
既
に
水
仏
の
芽
の
鉾
立
ら
て
彼
岸
会
の
人
ら
墓
道
の
ぼ
る

小
針
キ
次

薬
草
に
な
す
と
う
緑
の
麦
畑
囲
み
て
樹
て
る
防
風
林
は

小
針
み
ね
子

言
い
虫
し
た
改
革
新
固
の
行
政
で
白
木
の
国
も
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ

小
針
愛
子

ア
フ
ガ
ン
の
テ
レ
ビ
に
映
る
子
ら
の
瞳
も
何
処
か
が
虚
ろ
輝
さ
も
な
L吉
田
英
祐

京
菜
摘
む
背
戸
の
畑
に
漂
事
え
る
梅
花
の
呑
り
誰
に
届
け
む

川
崎
雄
子 3，837人(+4)

-
-=r= 

エアロビクス会員募集

(5月届出分)

世需主名

12 

詳しくは、最寄りの税務署総務課にお尋ねください。

ニE見
奇乙

三
γ
J

旧
出
身草北須釜

死亡者氏名地区名

初めての人でも無理なく簡単にエクササイズできます。

毎週金曜日PMア:20"-'1時間位村保健センターで行っ

ておりますので、興日未のある方はぜひ参加してみてください。

1日体験無料です。(会費月2千円)

問い合わせ先 村保健センター ft37-1024 

二、
、

斗
寸
ノ

空き缶やゴミの設げ搭てはやめましょう

県

寸:1::-

五x:

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け

出の際にお申し出ください。

一言
口
，r
l
 

同j，l>.、

粛藤 泰

鈴木作戴

園谷 カツヨ

1[1奇

南須釜

言うて

le巴

今
月
の
納
税

民

F見

第
一
期
分

干す納
期
限
は

6
月
お
臼
(
火
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}イニ

さ
る
な
し
俳
句
会
五
月
句
会
詠
草

炊
飯
の
ラ
ン
プ
点
れ
る
走
リ
梅
雨

笹
綜
記
憶
の
お
く
の
祖
母
の
顔

由
記

田
植
機
の
音
乗
せ
寸
ゆ
く
千
切
れ
雲

真
主ロ

掌
の
皿
に
も
ら
う
青
菜
の
青
さ
か
な

華

杉
菜
の
根
掘
り
て
何
処
ま
で
広
乏
し

仁
美

山
並
み
を
抜
け
北
陸
の
夏
に
入
る

喪
の
家
の
挟
庭
の
牡
丹
盛
り
か
な

美
枝

春
;!; 
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私
の
ふ
る
さ
と

3101編集/総務課 印刷/(有)I:r:j谷印刷(毎月15日発行)玉川村ー役場岱(0247)57

円谷イツミ子さん

発行/ノ 楠島県石川郡玉川村大字小高宇中|畷 9

⑩
 
卓食
ズ
のl-ロM
X

A
フ

ー
東
京
都
北
区
|

米
原
久
代
さ
ん
(
小
高
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
東

京
都
北
区
の
赤
羽
で
東
京

の
玄
関
口
と
呼
ば
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

東
北
本
線
や
埼
京
線
、
京
浜
東
北
線

な
ど
多
く
の
電
車
が
停
車
す
る
駅
で
も

あ
り
ま
す
。

人
口
が
多
く
駅
前
に
は
大
型
ス
ー
パ

ー
が
立
ち
並
び
サ
ザ
エ
さ
ん
に
出
て
く

る
よ
う
な
小
さ
な
商
庖
街
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
今
で
も

「ち
ょ

っ

と
お
兄
さ
ん
、
お
ま
け
し
と
く
れ
」
、

「
あ
い
よ
、
お
姉
さ
ん
に
は
か
な
わ
な

い
な
あ
」
な
ど
と
人
情
味
の
あ
る
会
話

小さじ 1

適量

-小麦粉

・片栗粉

-材料(101固分位)一
・もち粉 300g 
・熱湯 100cc 
・よもぎ 適量

・あんこ ピンポン玉101圏分位

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
が
子
供
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
の
が

荒
川
の
河
川
敷
で
す
。
隅
田
川
の
始

ま
り
と
荒
川
が
ち
ょ
う
ど
合
流
し
た

あ
た
り
で
、
水
は
汚
く
あ
ら
ゆ
る
物

が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
だ
い

ぶ
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
施
設
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド、

遊
歩
道
な
ど
が
出
来
、
桜
の
木
を
植

え
て
五
年
程
前
か
ら
「
さ
く
ら
祭
り
」

を
行

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

祭
り
好
き
の
賑
や
か
な
街
で
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
局

者
を
ご
奇
知
の
万
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
2
U
I
4
6
2
1
)
 

一作り方一

①もち粉に熱湯を少しずつ入れ、ハシで練りながら少し固

まったら手でこねる。

②ひとかたまりになったら、ひとつの大福分ぐらいにちぎ

り丸めて、鍋に水を入れ沸騰したらそれを入れ、中までよ

く煮えるまで待つ。

③煮えたら水にとり、ぬめりがとれるようにさつと水洗い

し、水気をとる。(だんごがさめないよう手早く行う。)

④よもぎは、ゆでてすりばちでよくする。(丸めて冷凍して

おくと便利)水気をよくきる。

⑤あついうちに③に④と小麦粉ひとつまみ加えこねる。

もちのようになったら、片栗粉を広げた台に10個分に分
け平たく卸ばす。(大福の壬地のあんこをのせる方には、

片栗粉はっけない。)

⑤ピンポン玉に丸めたアンコを⑤にのせ、形よく丸めて出

来上がり

組;
心に残る我がふるさと

打開えた岩法寺山j

神奈川県横浜市

国井富栄さん

(小高出身)

村
の
中
で
も
比
較
的
民
家
の
多
く

集
ま
っ
て
い
る
丘
陵
地
と
、
隣
村

「
三
城
目
」
と
の
境
界
を
な
し
て
流

れ
る
阿
武
隈
川
ま
で
広
が
る
田
園
地

帯
と
を
区
別
す
る
か
の
よ
う
に
国
道

が
南
北
に
走
っ
て
い
る
。

村
で
は
、
こ
の
間
園
地
帯
を
沖
中

と
呼
ん
で
い
た
。

故
郷
を
思
い
出
す
に
は
必
要
な
風

景
で
す
。

そ
の
沖
中
か
ら
仰
い
だ
思
い
出
深

い
岩
法
寺
山
、
小
学
校
時
代
の
遠
足
、

高
校
時
代
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

五
十
三
年
前
、
田
舎
を
離
れ
る
と

き
車
窓
か
ら
見
上
げ
た
山
、

霧
の
中

に
浮
き
あ
が
っ
て
見
え
た
岩
法
寺
山

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
年

一
月、

古
希
の
祝
い
を
兼
ね

た
同
級
会
が
閃
か
れ
、
そ
れ
に
出
席

す
る
た
め
車
で
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
東
北
自
動
車
道
を
北
上
し
て

一
路
矢
吹
イ
ン
タ
ー
へ
、

高
速
道
路

を
降
り
て
三
城
目
を
通
り
抜
け
玉
城

橋
を
渡
り
か
け
た
と
き
、
前
方
の
山

波
の
上
に
飛
行
機
が
飛
び
上
が

っ

た
。五

十
一一一
年
前
に
見
上
げ
た
岩
法
寺

山
が
浮
か
ん
だ
。
自
分
に
諮
り
か
け

た
、
「
懐
か
し
い
山
は
消
え
、
飛
行

場
に
な
っ
た
ん
だ
と
」
。
我
に
か
え

り
ま
し
た
。
昔
は
昔
、
今
は
今
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。最

後
に、

玉
川
村
氏
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
玉
川
会
の
皆
様
、
総
会
で
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

14 

「よもぎ大福を
作ってみようj

今月は、6月6巳に村在宅介護麦援センタ一主催で開催
された[介護者のつどいjで紹介されたfよもぎ大福jを掲
載しました。紹介者は南須釜の円谷イツミ子さんです。

イチゴを入れた{イチコ大福j、梅を入れた「梅大福j、生

地にコーヒーを入れた{モ力大福jなどバリエーションも

いっぱいです。是非一度作ってみてください。




